
令和８年度 第１回君津市地域公共交通会議運賃協議分科会 次第 

 

日 時 令和８年６月３０日（火） 

午前１１時００分から 

場 所 君津市役所２階入札室 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

ＪＲ久留里線（久留里～上総亀山間）の代替交通の運賃等について 

 

３ その他 

 

４ 閉会 

 

【配布物】 

・次第 

・席次表 

・委員名簿 

・君津市地域公共交通会議設置要綱 

・【資料１－１】ＪＲ久留里線（久留里～上総亀山間）の代替交通の運賃等

について 

・【資料１－２】道路運送法第９条第４項及び同法施行規則第９条第２項に

掲げる協議が調っていることの証明書（案） 
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資料１－１ 

 

ＪＲ久留里線（久留里～上総亀山間）の代替交通の運賃等について 

 

１ 趣旨 

ＪＲ久留里線（久留里～上総亀山間）の代替交通として、沿線地域において

運行するバス路線（【仮称】久留里・松丘・亀山線）について、運賃等に係る

協議を行う。 

※運賃協議分科会は、君津市地域公共交通会議設置要綱第９条に基づく会議

体で、道路運送法第９条第４項に基づく協議運賃を定めるにあたり、運賃

等について協議を行うため、開催するもの。 

 

２ 運賃案等 

運 賃 形 態 均一制 

運 賃 ・大人（６５歳未満の者）         ２００円 

・大人（６５歳以上の者）         １００円 

・小人（小学生、中学生及び高校生）    １００円 

・小学校就学前の者              無料 

割 引 制 度 等 障がい者とその介護者１００円 

回数券（１００円券２４枚つづり）販売額２，０００円 

ＩＣ決済対応 有り（運賃は現金と同額） 

そ の 他 亀山やすらぎ館～久留里駅間を通学のために利用する沿

線地域居住の高校生・大学生等を対象に運賃の支払いを要

しない定期券形式の乗車証（通学パス）を発行する。  
利用できる区間は、亀山やすらぎ館～久留里駅間のうち、居

住地の最寄のバス停～久留里駅までの区間とする。  
 

３ 道路運送法第９条第５項に基づく意見募集 

(1) 実施方法等 

市民や利害関係者等を対象に、市ホームページにおいて、運賃等に係る意

見募集を実施。 

詳細は、別紙１－１～別紙１－５のとおり。 

 

(2) 実施期間 

令和８年４月１５日（水）から令和８年４月２８日（火）まで 

 

(3) 結果 

ア 意見提出者数 

８人 
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資料１－１ 

 

イ 提出方法別の内訳 

提出方法  持参  郵送  Fax 電子メール  回答フォーム  
提出者数  ３人  １人  ０人  １人  ３人  

 

ウ 意見の内容 

別紙２－１～別紙２－２のとおり。 

 

４ 県内におけるコミュニティバスの運賃等の状況 

(1) 運賃形態 

項目 件数 割合 備考 

均一制 99 87.61％  

その他 14 12.39％ 
対キロ制や区間制等。厳密に分類すること

が難しいため、その他として整理。 

合計 113 100.00％  

※別紙１－４（千葉県作成資料「コミュニティバス（定時定路線型）一覧（令和７

年３月３１日現在）」）を市町村負担額（運行コスト）単位に整理した上で計算。 

 

(2) 運賃 

 
※別紙１－４（千葉県作成資料「コミュニティバス（定時定路線型）一覧（令和７

年３月３１日現在）」）を市町村負担額（運行コスト）単位に整理した上で計算。 
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裏面に続く 

高校進学に関するアンケートのお願い 

 

 

住 所 

（ 所 在 地 ） 
 

フ リ ガ ナ  

氏 名 

（ 団 体 名 等 ） 
 

電 話 番 号  

メールアドレス 

（お持ちの方のみ） 
 

※記入内容の確認のために連絡をすることがありますが、それ以外の目的で個

人情報を利用することはありません。 

 

１ 対象者の区分 

該当する番号に○をつけてください。 

なお、③（利害関係者）を選んだ場合は、利害関係の具体的な内容を記入し

てください。 

 

① 市民 

② ＪＲ久留里線（久留里～上総亀山間）の利用者 

③ 利害関係者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利害関係の具体的な内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久留里線代替バスの運賃等に係る意見 
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別紙１－５



２ 運賃（金額）に関する意見 

久留里線代替バスの運賃として、適正と考える金額を記入し、その理由を記

入してください。 

 

区分 運賃 理由 

大人（６５歳未満の者） 

※現行運賃：200 円 

 
円 

大人（６５歳以上の者） 

※現行運賃：100 円 

 
円 

小人（小学生、中学生及

び高校生） 

※現行運賃：100 円 

 
円 

小学校就学前の者 

※現行運賃：無料 

 
円 

※現行運賃には、現在の君津市コミュニティバスの運賃を記載しています。 

 

３ 運賃に係るその他の事項に関する意見 

運賃形態（均一性・対距離制・区間制等）や割引制度等、運賃に係るその他

の事項について、意見がある場合は、以下に記入してください。 
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道路運送法第９条第５項に基づく意見募集（協議運賃を定めるための意見募集）における主な意見 

※原文の趣旨を損なわない範囲で、一部、誤字の修正や文法的な修正等を加えている。 

※運賃に係るその他の意見については、運賃や運賃形態、割引制度等、趣旨に合致する範囲の意見に整理・要約して記載。 

別紙２－１ 

No. 居住地 
運賃（65 歳未満） 運賃（65 歳以上） 運賃（小・中・高校生） 運賃（小学校就学前） 運賃に係るその他の意見 

（運賃形態や割引制度等） 内容 理由 内容 理由 内容 理由 内容 理由 

1 

大戸見 200 円 たまに出かけるの

に負担でない金額。 

100 円 たまに出かけるの

に負担でない金額。 

100 円 たまに出かけるの

に負担でない金額。 

無料 子育て世代の負担

軽減。 

通勤等で毎日利用する場合

の割引がない（毎日使う場

合、JR の定期より高いので

は。）。また、定期のような

システムがない。区間が短い

場合高い感じがする。 

2 

中野 3 丁目 200 円 相場の金額 100 円 相場の金額 100 円 適切だが 18 以下と

書いた方が良いと

思います。 

無料 適切だが無料回数

券を与え、未就学

児に喜びを与える

方が良いと思いま

す。 

障害者の場合、障害者手帳持

参の上と書いた方が良いと

思います。 

3 

坂田 230 円 コミュニティバス

の運賃は開設当初

より長きに渡り値

上げされていない

ですが、昨今の物

価上昇に伴い、今

後も経費も急激に

増加することが容

易 に 想 像 つ き ま

す。受託先のバス

運転手への処遇改

善（離職防止・担い

手確保）や将来に

わたり路線を維持

するには、これを

期に値上げも必要

だと思います。 

120 円 通学定期の優遇が

あるため、大人運

賃の半額が妥当で

ある。 

120 円 沿線住民減少の中

で長期間にわたり

地域交通を支える

には、市街地より

もより負担を求め

るべきだと思いま

す。 

無料 一般路線バスの運

賃収受基準に準拠

で 良 い と 思 い ま

す。 

均一料金は近距離では割高

であり、長距離は割安で不公

平です。 

また、コミュニティバスは運

賃の見直しを全く行ってい

ません。開設当初から現在に

かけて、社会情勢は大きく変

化しました。燃料費、車両価

格、裏方でかかる経費の高

騰。 

担い手である路線バス運転

手の確保のためには処遇改

善も必要です。運転手が居な

ければ、話になりません。 

利用距離に応じ、130 円・180

円・230 円・280 円・330 円も

しくは、130 円・230 円・330

円と設定し、沿線の商業施設

や公的機関を利用した場合

の運賃割引や、市民だけ半

額、市外からの利用者は通常

運賃といった差別化（負担）

も必要だと思います。 
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道路運送法第９条第５項に基づく意見募集（協議運賃を定めるための意見募集）における主な意見 

※原文の趣旨を損なわない範囲で、一部、誤字の修正や文法的な修正等を加えている。 

※運賃に係るその他の意見については、運賃や運賃形態、割引制度等、趣旨に合致する範囲の意見に整理・要約して記載。 

別紙２－１ 

No. 居住地 
運賃（65 歳未満） 運賃（65 歳以上） 運賃（小・中・高校生） 運賃（小学校就学前） 運賃に係るその他の意見 

（運賃形態や割引制度等） 内容 理由 内容 理由 内容 理由 内容 理由 

4 

蔵玉 大人 200 円 

 

高校生、専門学生、

大 学 生 等 の 成 人

200 円 

65 歳未満の人、65

歳以上の判断はつ

きにくい。また、専

門学生、大学生、高

校生などの判断も

難しいので一律に

する。 

運転手一人の対応

で行うので、煩雑

さ を 防 ぐ た め に

も、大人・小人とい

う明確さで良いと

思う。高校生、短大

生、専門学生、大学

生は、通学パスで

割引料金とする。 

大人 200 円 

 

高校生、専門学生、

大 学 生 等 の 成 人

200 円 

65 歳未満の人、65

歳以上の判断はつ

きにくい。また、専

門学生、大学生、高

校生などの判断も

難しいので一律に

する。 

運転手一人の対応

で行うので、煩雑

さ を 防 ぐ た め に

も、大人・小人とい

う明確さで良いと

思う。高校生、短大

生、専門学生、大学

生は、通学パスで

割引料金とする。 

小・中 100 円 未記載 無料 未記載 【運賃形態】 

均一制。乗車区間によって変

動するのでは支払い等が煩

雑です。低料金かつ均一であ

ることで良いと思います。 

 

【割引制度等】 

障害者と付き添い者も大人

か子供かの判断で一律とす

る。 

学生対象通学割引定期券発

行。代替バスを通学のために

利用する高校生・大学生・専

門学校生・短大生には、定期

券形式の乗車証を発行する。 

 

【回数券】 

100 円券 24 枚つづり 

販売額 2000 円 

 

【決済】 

交通系 IC 決済（Suica）対応 

5 蔵玉 大人一律 200 円 未記載 大人一律 200 円 未記載 未記載 未記載 未記載 未記載 
 

6 

黄和田畑 200 円 65 歳未満・以上の

区別なく、大人だ

け の 区 分 で よ い

（判断が難しい）。 

200 円 65 歳未満・以上の

区別なく、大人だ

け の 区 分 で よ い

（判断が難しい）。 

100 円 未記載 無料 未記載 
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道路運送法第９条第５項に基づく意見募集（協議運賃を定めるための意見募集）における主な意見 

※原文の趣旨を損なわない範囲で、一部、誤字の修正や文法的な修正等を加えている。 

※運賃に係るその他の意見については、運賃や運賃形態、割引制度等、趣旨に合致する範囲の意見に整理・要約して記載。 

別紙２－１ 

No. 居住地 
運賃（65 歳未満） 運賃（65 歳以上） 運賃（小・中・高校生） 運賃（小学校就学前） 運賃に係るその他の意見 

（運賃形態や割引制度等） 内容 理由 内容 理由 内容 理由 内容 理由 

7 

大坂 未記載 未記載 未記載 未記載 無料 未記載 無料 未記載 【通勤利用者の負担増】 

君津市のコミュニティバス

は、通勤定期券の設定がな

い。廃止後は久留里までの定

期券とコミュニティバス運

賃の都度支払いが必要とな

り、通勤利用者の負担増にな

るのではないか。 

 

【手続き窓口の拡充等】 

通学パスの発行手続きにつ

いて、ＪＲの駅と市の窓口の

両方で手続きが必要となる

と利用者の負担が増えるた

め、ＪＲの駅での一括手続き

や回数券の取扱い窓口拡充

など利便性の向上が求めら

れる。 

コミュニティバスの回数券

は、バス会社の営業所または

乗務員のほかに、久留里駅の

窓口や上総地域市民センタ

ーの窓口でも取り扱っても

らえるのか。できれば、ＪＲ

東日本の窓口で一括して取

り扱ってもらえると良い。 

 

【将来的な見直しの取扱い】 

物価や人件費の高騰により、

現行運賃の維持が困難とな

る可能性があるが、他のコミ

ュニティバスの運賃見直し

時に久留里線代替バスの運

賃も値上げ対象とするのか。

ＪＲ東日本の支援路線とし

て据え置くのか。 

8 大戸見 未記載 未記載 未記載 未記載 未記載 未記載 未記載 未記載 
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別紙２－２ 

※道路運送法第９条第５項に基づく意見募集（協議運賃を定めるための意見募集）における意見等のうち、

運行ダイヤやルート等、運賃に係るその他の意見に合致しない意見等の概要を記載。 

※原文の趣旨を損なわない範囲で、一部、誤字の修正や文法的な修正等を加えている。 

No その他の意見の概要 

1 運行ダイヤに無理がある。この時間で運行できるのか。 

2 現在の久留里線より出発時刻が早くなり、乗り継ぎの待ち時間もあり不便。 

3 駅より不便になるバス停がある（駐車場、駅舎、トイレ、駐輪場。）。 

4 駅より遠くなる人も多くなるのではないか。 

5 

ＪＲ東日本からの２０億円の支援金を使い切った後の運営をどうするのか。全

額君津市の負担になるのではないか。 

一部でも良いので、ＪＲ東日本から負担を続けてもらいたいが、人事異動等によ

り運行当初の経緯を知る関係者がいなくなっている中で、ＪＲ東日本と君津市

の間で責任ある協議ができるのか。 

6 
バス停や待合施設の維持管理費もＪＲ東日本が負担してくれるのか。市の負担

増にはならないのか。 

7 
廃線後の線路はどのように活用するのか。特に活用せずに荒れるに任せるだけ

なのか。 

8 

観光繁忙期にＪＲ東日本が運行するバスは、コミュニティバスの増車なのか、そ

れともＪＲ東日本のバスなのか。さとやま号のようにＪＲ東日本が委託運行す

る乗合バスになるのか。無料のシャトルバスになるのか。 

9 

紅葉の時期に亀山まで多くの観光客が訪れるのは、上総亀山駅まで１枚の切符

またはフリー切符で済むからであり、久留里駅でバスに乗り換えるのであれば、

敬遠されるのではないか。 

10 
紅葉シーズンに森林体験交流センターから乗る場合は、養老渓谷からの渋滞に

巻き込まれるが、バスが正常に運行できるのか。 

11 

ＪＲ東日本が運行する観光用臨時バスは、コミュニティバスと運賃が異なる可

能性がある。コミュニティバスの運行に観光用臨時バスを併せて運行する場合、

地域住民と観光客とで乗車を分けるのか。その場合、動線の区分や誘導はどうす

るのか。 

12 

今回の代替バスは、企画調整課と市民生活課のどちらが担当するのか。市民生活

課が担当する場合、ＪＲ東日本と協議してきた課と異なる課が代替バスを担当

することになる。それで今後責任ある運行が果たせるのか。 

13 

遅延時に久留里駅での接続調整は行われるのか。事業者が異なる中で、運行時間

を調整するための指示ができるのか。そのための規定は整備するのか。事業者が

異なる中で指示をすることは、指揮命令系統として問題ないのか。 

19



別紙２－２ 

※道路運送法第９条第５項に基づく意見募集（協議運賃を定めるための意見募集）における意見等のうち、

運行ダイヤやルート等、運賃に係るその他の意見に合致しない意見等の概要を記載。 

※原文の趣旨を損なわない範囲で、一部、誤字の修正や文法的な修正等を加えている。 

No その他の意見の概要 

14 

久留里線が天候不良で運行を停止した場合、コミュニティバスも一緒に運行を

停止するのか。接続がない中、バスだけで運行をしても乗車する人は、ほとんど

いないのではないか。 

15 

バス事業者が久留里線代替交通のみを運行する場合、運行時間が早朝から深夜

に及ぶため、他の路線より運行委託費が増加する懸念がある。ＪＲからの支援金

が底をついても持続可能なのか。 

16 

入札公告の内容によると、運行委託費の支払いは年度ごとではなく、各月ごとに

されることになっており、当初の委託料を上回った場合も支払うこととされて

いる。運行事業者は損害を出さなくて済むが、２０億円の消費は早くなるため、

物価高騰や利用者の減少が想定を超えた場合、１８年持たない可能性がある。 

17 
便ごとの差が大きいと利用しづらく、高齢者にとって負担となるため、乗継時間

を 10～15 分程度に統一してほしい。 

18 

利便性向上と免許返納後の移動確保のため、滝原・蔵玉・黄和田畑まで延伸して

ほしい。 

デマンドタクシーについては、希望する時間帯に予約が取れない場合があるこ

とに加え、加齢に伴う聴力の低下により、オペレーターとのやりとりが負担にな

っている。 

19 
切符購入・トイレ利用・高齢者や障害者の移動時間確保、安全性確保、利便性向

上等のため、乗継時間を 10 分程度で統一してほしい。 

20 

現在のバス停留所の設置位置には問題があるため、再検討をしてほしい。 

また、住民の活動の拠点であり、避難所でもある亀山コミュニティセンターにも

アクセスできるようにしてほしい。 

21 
観光資源へのアクセス等を確保するため、滝原・蔵玉・黄和田畑まで延伸してほ

しい。 

22 
利便性向上のため、高速バス「カピーナ号」について、藤林大橋での降車を可能

とするよう要望してほしい。 

23 
需要が少なく、運転手の負担軽減や経費削減にもつながるため、夜間の運行を減

らすべき。 

24 
高齢者は、インターネット利用が困難な場合もあるため、対面での意見交換や広

報誌による提示等が大切である。 

25 
道路環境や景観が良く観光利用も期待できるため、黄和田畑までの便を１日の

うち何本か入れてほしい。 

20



別紙２－２ 

※道路運送法第９条第５項に基づく意見募集（協議運賃を定めるための意見募集）における意見等のうち、

運行ダイヤやルート等、運賃に係るその他の意見に合致しない意見等の概要を記載。 

※原文の趣旨を損なわない範囲で、一部、誤字の修正や文法的な修正等を加えている。 

No その他の意見の概要 

26 

元々の久留里線は、木更津～上総亀山間をほぼ直通運転していたものであり、現

行の久留里駅止まりになっている便をベースに久留里～上総亀山間をバス運行

しても利便性が高まることにならない。 

現在の久留里線の全ダイヤを上総亀山駅まで延伸し、上りは木更津駅のほか、君

津駅・姉ヶ崎駅まで、下りは上総亀山駅から安房鴨川駅（亀田病院）までルート

を延伸するならば、この点については利便性が高まると言ってもいいかもしれ

ない。 

27 

久留里駅での乗り換えは、3 分から 34 分のロスタイムや乗り換えの不便さが生

じ、使い勝手が低下するほか、出発時間は最大 24 分早く、到着は最大 21 分遅く

なり、鉄道より所要時間が長くなるため、利便性は高まらない。 

28 
住居がバス停から離れている場合、自転車・バイク等を駐車できる設備がない

と、利用しづらい。 

29 急な乗客増があった場合、バスでは対応できない場合が生じる。 

30 
現にある鉄道を存続させ、久留里止まりの全ダイヤを上総亀山駅まで伸ばせば、

それだけでも現在よりはずっと利便性が高まる。 

31 

ＪＲ久留里線（久留里・上総亀山間）沿線地域交通検討会議は、構成メンバーが

限定され、密室の会議で行われており、住民の存在が蚊帳の外に置かれているた

め、問題がある。 

32 

久留里線の廃線は決まっていないのに、決まったものとして、バス代替案を押し

付けてくるやり方はルールを逸脱している。 

ＪＲ久留里線（久留里・上総亀山間）沿線地域交通検討会議では、廃線は決まっ

ていないにも関わらず、ＪＲ東日本がバス転換の発表をして以降、君津市地域公

共交通会議では、鉄道廃止を前提に議論が行われており、久留里線の存廃につい

ての議論は全く行われていない。 

33 住民の意思は久留里線存続である。 

34 

鉄道の特性には、大量輸送のほか、定時性や広域性等があるため、大量輸送の特

性を果たせていないからバスに転換するというのでは、公共交通機関の使命を

果たせていない。 

ＪＲは民間企業だが、元々は国有鉄道であり、公共交通を担う重要な企業であ

る。赤字だから切り捨てるような儲け第一ではなく、公共交通機関である役割を

果たす使命がある。 

35 
ＪＲ久留里線の久留里～上総亀山間の廃止の撤回をＪＲ東日本に働きかけ、久

留里線存続のために全力で取り組むことを求めます。  
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資料１－２ 

道路運送法第９条第４項及び同法施行規則第９条第２項に掲げる 

協議が調っていることの証明書（案） 

 

 

令和８年６月３０日に開催した君津市地域公共交通会議運賃協議分科会にお

いて、下記事項に関し、協議が調ったことを証明する。 

記 

１ 協議が調っている運賃（料金）の種類、額及び適用方法 

運 賃 形 態 均一制 

運 賃 ・大人（６５歳未満の者）         ２００円 

・大人（６５歳以上の者）         １００円 

・小人（小学生、中学生及び高校生）    １００円 

・小学校就学前の者              無料 

割 引 制 度 等 障がい者とその介護者１００円 

回数券（１００円券２４枚つづり）販売額２，０００円 

ＩＣ決済対応 有り（運賃は現金と同額） 

 

２ 運賃を適用する路線又は営業区域 

【仮称】久留里・松丘・亀山線 

 

３ 運賃を定める一般乗合旅客自動車運送事業者の氏名又は名称 

日東交通株式会社 

 

 

 

 

 

令和  年  月  日 

君津市地域公共交通会議運賃協議分科会 

路線名称については、公共交通会議で承認後、

【仮称】部分を削除した上で、発行します。 

日付については、運賃等設定(変更)届出時に

記載するため、空欄としています。 

承認後、（案）を削除した上で、発行

します。 


